
は じ め に

杉本先生，ご紹介，ありがとうございます．また今

回，このような講演の機会を与えてくださった鄭 忠

和会長に感謝いたします．さらに大変名誉なことに，

今回より私の名を冠したレクチャーを設けていただい

たこと対し，松闢理事長を始め，理事会の諸先生に深

甚なる感謝の意を表します．学問的にそれほどのこと

を成し遂げたわけではない我が身を振り返りますと，

内心忸怩たる思いに駆られ，大変恐縮しております．

さて，本日は「辿り来し我が途」と題してお話しす

るわけですが，年齢からいいますと，本日の特別講演

者Eugene Braunwald先生と私は，ともに1929年の生

まれであります．私が 32歳でアメリカに留学した当

時，彼はすでにNational Institute of Health（NIH）の長で

ありましたが（Fig. 1），私はそのNIH の traineeにすぎ

ませんでした．さらに現在の私は彼と違って早々に第

一線を退いており，学問的な進歩について語る資格は

ございません．したがって，今日は何かのご参考にと，

私の踏み分けながら辿って来た途を少々振り返ってみ

ようと思います．

私は今月，『海霧
うみぎり

の町から』1）という拙い本を出版し

ましたが，詳しくはそちらを参照していただくとして，

今日の夕べは堅苦しい数々の学術講演の中のオアシス

として，ナツメロ音楽などを含めた時代背景を顧みな

がら，なるべく面白く話を進めてみることにします．

医学への途

私が医学の途を歩むことになったのは，自分の意思
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Hospital, Chicago（with Dr. L. N. Katz）（1962）



からではありません．

私の青少年時代にはアルバイトをしてまで上級学校

に通うということは例外的でした．親の仕事を継がな

いのなら，つまり「医者にならないのなら学資は送ら

ない」という母親の脅迫めいた言葉によって，哲学科

という夢・幻のような志望を諦め，泣く泣く，しかし

いったん決めた以上は一筋に，医学部を目指したとい

う次第です．ですから，人類のためにとか，病める人

のためにという高尚な心は，薬にしたくとも持ってい

ませんでした．

大学に入学した頃，二葉あき子の歌う藤原 洸・高木東
六の哀切な歌『水色のワルツ』が大流行していました．
プロ野球はこの年，セントラルとパシフィックとに分裂
しました．
医学部 2年生のときは美空ひばりが『リンゴ追分』を
ヒットさせ，その後，江利チエミが『テネシーワルツ』
でデビュー，翌年には雪村いずみも登場し，ここに歌謡
界三人娘が勢揃いしました．『上海帰りのリル』も流
行っていました．

戦後の厳しい世情の中で勉学に励み，後年，学者と

なってからの私は，日本でも外国でも「心臓の聴診」

や「心音図」に関連して紹介されることが多いのです

が，それにはそれなりの理由がありました．

時は昭和27（1952）年，医学部3年生のとき，朝鮮戦争で
街は神武景気に沸き，一方ではラジオで女性の紅涙を絞
る『君の名は』の放送が始まり，その時間帯，女風呂が
空になるという社会現象が起きました．

医学部3年生のときの外来患者教育ポリクリが心臓

の聴診への興味を誘う切掛けとなりました．

あるときのポリクリで，大動脈弁閉鎖不全（AR）と

僧帽弁狭窄（MS）の連合弁膜症と思われる例を診察し

ました．ところが，それはAustin Flint 雑音を有する

大動脈弁閉鎖不全症例とのことでした．あっけにとら

れていると，横に座っていたポリ脇，カルテ書きの助

手ですが，黒板に図を書きながら，後年シカゴで

Flintの原著を読むと内容が少し違っていましたけれ

ど，僧帽弁狭窄の雑音とFlint雑音の鑑別を滔々と述

べたのです．

正直言って，Flint雑音さえ良くは知らなかった私

は，鼻っ柱を折られたように愕然とし，内心「なにく

そ」と思い，何としなければと考えたのでした．今で

もそのときの情景がありありと思い出されます．まさ

かその助手が，その翌年，American Heart Journal に世

界最初の Intracardiac Phonocardiography（心腔内心音図）

を発表した第一内科の山川邦夫先生であるとは知りま

せんでした．先生は山川一族のサラブレットで，医学

の歴史書に名を留めた方です（Fig. 2）2）．

この1953年は医学では記念すべき年で，スウェーデンで
世界初の心エコー図が Edlerらにより発表され，また
Watson-CrickによるDNAの二重螺旋構造が発表されてい
ます．

本郷の本屋に立ち寄った私は，LevineとHarvey の

“Auscultation of the Heart”（1949年初版）3）を手にし，

早速，毎日のように，放課後，大学のロックフェラー

図書館に籠って，夜遅くまで勉強しました．すると，

当時のバイブルであった冲中，大島，高橋の内科診断

学書 4）とずいぶん違う点があることに気付いたので

す．

東京大学では3年生・4年生合同の内科臨床講義が

毎週 2，3回あり，当時は講義の際，必ず教室の真ん

中に患者を寝かせ，名簿順の学生 4名と教授が，200

名ほどの学生と，そのほか医局員を含めた衆人環視の

中で対診し，直接教えを受けていました．

あるとき，冲中教授の弁膜症患者供覧がありました

が，大動脈弁狭窄では大動脈第二音が消失するという

教授の説明に対し，私は「でも心尖部では第二音が聞

こえるではないか」と反論しました．教授は「それは

僧帽弁の開く音だ」と説明され，カチンときた私は教

授室まで押しかけ，「先生の心音解釈は間違っていま

す．僧帽弁の開く音など普通は聞こえません」と申し

たのです．こんなことは今では常識ですが，当時の聴

診学ではこの程度の知識でした．
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Fig. 2 Prof. Dr. Kunio Yamakawa（right）in Cardio-
vascular Division, Medical Research Institute,
Chicago（with Dr. A. A. Luisada）（1962）



冲中先生とはその後も，心音についてよく争いまし

た．ですが，そのとばっちりを受け，先生のご専門の

神経学の講義では，こっぴどくやられたものです．

反抗の始まり

このような教授との対決には，だいぶ後のことです

が，こんな事件もありました．

昭和 39（1964）年秋口，戦前からあった有名な

「呉・坂本」内科書を「呉・冲中」内科書 5）に改訂し

た際，上田教授の命で私が循環器総論編を担当しまし

た．

この古典的な本にはまったく手を焼きました．編集

者の意図を無視して，例えば7頁以上あった心臓の打

診の項目を全面カット，一方，聴診の項目その他は完

璧に書き変え，結局，初めから百パーセント書き下ろ

し，100頁近い膨大な総論編を作り上げてしまったの

です．しかし，それがかえって冲中先生の逆鱗に触れ

ました．

ある夜，某先輩に冲中教授宅へ謝罪に連れて行かれ，平
身低頭したのを覚えています．でも内容はほんの少しし
か変えませんでした．打診の項が 1行から半頁に増えた
だけです．

上田先生にも後押しされたのですが，その冲中先生

への長大な反駁論文を書いたりしました 6）．どうも私

はそういう点で皆さんに警戒されるようになったのだ

と思います．突っ走り，やりすぎ，後先を考えない，

向こう見ず，まったく愚かな私です．これが後々まで

響くのです．冲中先生には『冲中内科17年のあゆみ』

という高名な本 7）がありますが，その批判論文も日

本医事新報に書きました 8）．実験研究至上主義の教授

がそんなに臨床ができるわけがないはずです．でもこ

れは臨床を重視した上田先生の命令です．かなり痛烈

な批判をしました．

東大第二内科と心音研究

第二内科に入局したのはそれより9年も前，昭和30

（1955）年5月のことです．

春日八郎『お富さん』が大ヒットし，島倉千代子，三橋
美智也がデビューした頃です．石原裕次郎の『俺は待っ
てるぜ』が流行りましたが，でも当時の第二内科が私を
待っていたわけではありません．

入局後，私がめくるめくような心音の魅力に取り付

かれたのは，よく「先生が音楽好きのせいだ」といわ

れます．

確かに在学中は藤原オペラに入れ揚げたり，昭和 28年
Giesekingに熱中したり，その暮，卒業試験の準備をほっ
たらかして Issac Stern のバイオリンを聴きに行ったりし
ました．昭和 29年，大指揮者Furtwängler が倒れた際弔
電を打ったリ，インターン中はHeifetz だ，Backhaus だ，
Budapest 弦楽四重奏団だなどと走り回り，初めて来日し
て日比谷公会堂でNHK交響楽団を振ったKarajan の
Brahmsに感激したりと，借金してまで飛び回っていたく
らいです．

このようにもちろん音楽好きもあるのですが，私が

入局したとき，

1．すでに順天堂大学に赴任されていた山川先生の

強い印象

2．それにLevine の本の内容からみて，日本の多く

の医師の聴診学が大きな曲がり角に来ると感じ

たこと

3．第 3に私の夢を叶えさせる心音計（Mingograf）

との出会い

そういったことが私を心音図学へ駆り立てたのだと

思います．

巨大陰性T波との付き合い

私は初め高血圧症の眼底検査，胃腸のⅩ線検査など

の臨床検査法，実験的研究では aconitin心房粗動，心

筋虚血の電解質変動の研究などに従事していました

が，大きな仕事は中央検査室の心電図室勤務でした．

一日の外来からのオーダーのすべての心電図を必ず

レントゲンの透視とともに行って返事を書き，そのほ
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Fig. 3 Electrocardiogram of a case with apical hyper-
trophy having giant negative T waves（ca 1955）



か全科の入院全症例の心電図を診るので大変でした

が，幸いなことに，これは後年のgiant negative T wave

を持つ心筋症の発見に繋がっていきました．これはそ

のときの患者さんを呼び寄せて撮った心電図です

（Fig. 3）．当時は心筋症などという概念はなく，心筋

内虚血の心電図だろうといわれていました．

心音計との出会い

そのような多忙な医局生活の間を縫って，昭和 28

（1953）年に発足した中央検査室の心電図室に眠って

いた“Mingograf”というスウェーデン製の心音・心

電計を利用して，その頃，無尽蔵にいた弁膜症や先天

性心疾患の心音図を記録し（Fig. 4 ; 僧帽弁閉鎖不全症

例と僧帽弁狭窄症例），また多くの心音関係の論文を

読むと同時に，世界中からの別冊収集を楽しんでおり

ました．

大学院学生になると，早朝の講義もあって，最初の

1年間は余りの忙しさのため下宿を引き払い，病院に

寝泊り状態でしたが，集められた心音図は，昭和 34

（1959）年春，23頁もの長い論文となって臨床雑誌

「内科」に春見建一先生との連名で発表され 9），それ

までは山川先生の第一内科心音図室の一手販売と思わ

れていた心音図が，第二内科でもやっていると評判を

取りました．また学会では後先も考えず，よく，東京

慈恵会医科大学（慈恵医大）の心音図の発表に食いつい

ておりました．すぐ質問に立つのが私の悪い癖でし

た．

しかし，その前年の4月，こともあろうに，その慈

恵医大から，上田英雄先生が東大第二内科に赴任され

て来たのです（Fig. 5）．絶体絶命，いろいろ事情があ

りましたが，つまるところ，赴任1週間ほどで，私は

いきなり，「以後，教室には来なくてもよい」との教

授の一言で，早く言えばお払い箱になり，後で第三者

の救いが来るまでの約半年，浪々の身となってしまい

ました．

外ではフランク永井の『有楽町で逢いましょう』という

メロディが流れていました．私もふらついていましたが，

大人も子供もフラフープに興じていました．

ですが，その間，病院地下の大図書館で古今東西の

聴診や心音図の論文に接することができたのは，不幸

中の幸いでした．中でもBritish Heart Journal（Br Heart

J）で Patrick Mounseyの多数の心音図論文に出会い，

opening snap, pericardial knock sound, apical pulsationな

ど，またEdelmanとHarrisonによるkinetocardiography

も知ったのでした．後に韓国の心臓病学の泰斗となっ

た徐 舜圭先生を知ったのもこの頃です．先生は

HarrisonとMcKusickに師事し，その影響で，私は後

年，胸壁振動やスペクトロ心音図を勉強するように

なったのです．

新しい出発と海渡先生との出会い

『海霧の町から』に書かれているような理由で，許

されて医局へ戻った私は，上田教授の秘蔵子である慈

恵医大の海渡五郎先生（Fig. 6），第二内科の渡辺熈君，

魚住善一郎君などともに連日心音図を撮り続け，夜は

しばしば海渡先生の車に機械を積んで浅草の浅草寺病
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Fig. 4 Illustration of phonocardiograms recorded using
Mingograf（1956）
Upper : Mitral regurgitation.
Lower : Mitral stenosis（apex）. Fig. 5 Prof. Dr. Hideo Ueda（1959）



院，墨田区の墨東病院，板橋の東京都養育院などに出

向き，夜遅く大学に帰ってから1日分の大量の記録を

現像・定着し，水洗に移してから夜半過ぎに帰宅する

という日々を過ごすことになります．

週末は心電図やレントゲンを合わせ，1週間の全例

の心音図を中心にした厳しいクリニカル・カンファレ

ンス，日曜はデータの整理という具合で，翌年昭和

34年春の日本循環器学会（日循）総会に漕ぎ着けたと

きは，ほっとしました．「高血圧症の心電図P 波と心

音図の心房音」に関するもので，当時は最高200以上，

最低120 mmHg以上という，今では考えられないよう

な重症高血圧がごろごろしていましたから，症例には

事欠かず，またP波のコントロールとした洞調律の僧

帽弁狭窄の心電図も 1年間で 100例も集まりました．

そういう時代でした．

社会では，力道山の空手チョップ，皇太子妃のミッチー
ブームの時代でした．歌謡曲では，守屋 浩の『僕は泣
いちっち』（浜口康之助作曲）とかペギー葉山の『南国土
佐を後にして』などというのもありました．クラシック
では，この年Karajanがウィーンフィルを率いて再来日
して，颯爽とBrahmsを振りましたね．感激しました．ち
なみに銭湯（風呂屋）は 16円から 17円に値上がりしまし
た．

上田教授は毎晩帰宅されるとき，心音図室に立ち寄

られるので，息がつけませんでした．あるとき，少し

早く帰宅したところ，「昨夜は 9時頃来たけれど，誰

もいなかったね」という調子です．教授は日曜日も必

ず出勤されるので，私も右に倣えで休みは取れず，以

来，定年まで，私には夏休みはありませんでした．

ところが今度は翌年の昭和 35年春の日循「心音図

シンポジウム」に突然の指名です．心音図シンポジウ

ム担当題名は「正常者の心音図」という難しく何か謎

めいたものでしたが，それより前に，安田寿一先生と

2人だけで日本医事新報の「循環器病学の展望」とい

う気の遠くなるような膨大なReview執筆がありまし

た 10）．そしてまた，昭和 35年春は大学院博士論文提

出期限が重なっていました 11）．

何処をどうやって通り抜けたのか，今となっては思

い出すのも大変です．60年安保闘争のデモも横目で

見るだけでした．あまりの忙しさに，私にとっては廊

下は走り抜ける道であり，階段は常に駆け足，お昼ご

飯は心音図を記録しながら頬ばるパンだけでした．こ

れには見学に来る他大学の先生達もびっくりしていま

した．後にフィリッピンの心臓病学の御大となった

A. A. Alimurungが，アメリカの学会で受賞して頂戴し

たRappaport-Spragueの「黄金の聴診器」を手にして

医局に立ち寄り，Luisada研究室での成果を披露した

のもこの頃でした．私は現在約 70種の聴診器を持っ

ていますが，この収集癖は（生まれつきのものらしい

のですが），聴診器に関する限り，この時点から始

まっています．Alimurung先生は晩年，マイアミでの

American Heart Association（AHA）で暴漢に射殺されて

います．とにかく，あれやこれやで多忙な毎日でし

た．

見るに見かねた海渡先生は月 3,000円のポケットマネー
で東大病院開闢以来の女性助手第1号を雇いました．ま
た我々の心音図室に東京大学開闢以来初めての冷房装置
を付けてくださいました．これはなんと給料の20ヵ月分
以上，三十数万円の品で，大評判になりました．国立の
公務員が私設秘書を持つのは違法だ，電気を私用に使う
との非難もありました．ちなみに当時，おむすびは 2個
で50円，ソバは一杯 17円，すき焼き定食は 45円でなか
なか手が出ず，それを口にして，同級生に「金持ちは違
うな」と皮肉られたりしました．国電は新宿・御茶ノ水
一区間が5円から10円に値上がりした頃でした．バスは
7円50銭でした．ですから30万円は大金です．

Multichannel-multifilter system心音計

海渡先生はある職人気質の電気屋さん（青木さん）の

生活の面倒を見ながら，少しでも優れた心音計を作ろ

うと試行錯誤を繰り返していました．1台2，3万円で，

1年間に3，4台は試作し，真夜中に患者相手に，半田

鏝を片手にテスターを見ながら心音計の濾波器を丹念

に微調整し，飽くことがありませんでした．これは

「多段階多素子心音計」という重装備の世界に冠たる
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Fig. 6 Dr. Goro Kaito（left）（with Dr. Zenichiro
Uozumi）（1962）



心音計に発展して行きました（Fig. 7）12）．

世界最高権威の心音図学者であるシカゴのAldo A.

Luisada教授，ロンドンのAubrey Leatham博士が，と

もに日本の心音図の見事さに驚嘆し，Tavel 博士がそ

のテキストで我々の考案した圧縮（compressor）心音

図 13）を
　

天才的だと褒めたのは，私の要求に応じて，

一切の財政的・時間的協力を惜しまなかった海渡先生

の功績です．圧縮心音計は心音図関係者をアッと言わ

せた非直線増幅方式で，微細な心雑音を綺麗に描くこ

とができました．お蔭で私は晩年，偶然立ち寄ったス

タンフォード大学の講堂で，Popp教授に，「世界で最

も美しい心音図を撮るドクター」と会場で紹介される

喜びを味わうことができました．

私のレコード本や心音図学書に上田，海渡，坂本と，

海渡先生の名があるのはそのためです．実際，海渡財

閥の力と海渡先生のご協力なしに，第二内科の心音図

はありえなかったのです．ですが，これは，研究費獲

得に鎬を削る助教授，講師，専門助手達の非難の的と

もなり，暴力による物理的な被害も受けました．実際，

私は文部省などの研究費申請を滅多なことには出しま

せんでした．そういう煩わしいものは不要だったので

す．

この世界最高の心音計は，

①6素子2台，3素子2台，計4台のmultichannel

心音計（これは心腔内用にも使用でき，また

compressor 回路も備える．）

②3種類の時定数を持つ3台の心機図計

③3素子心電計

※（以上 3機種は 1台のケースに纏められてい

る）

④12素子光学式記録器

⑤TEAC38式磁気テープ（当時のNHKと同じ）

⑥Spectral analyzer（McKusick のスペクトロ心音

計に同じ），カラースペクトロも描出可

⑦8チャンネルのCRT（陰極線オッシロスコー

プ）

これらはまさに重量戦艦大和級で，見学に来たドイ

ツのHolldack教授はこれらの機械を見て呆れていまし

た．これらの機械は世界的に見ても貴重な財産なので，

今，フクダ電子の展示室に置いてあります．この心音

計の本体は 80万円で，私財を投じました．お蔭で翌

年の私の税金はゼロでした．また定年退職後盗難に

あってしまいましたが，12インチの大口径ウー

ファー，Goodmanスピーカーも備えていました．こ

れは私の趣味です．

とにかく，世界に一つしかないこの機械，「これが

市販されていたら大変だ」とLeatham博士がいったの

も，むべなるかなです．

1枚ですべてを語るいくつかの記録例を供覧します

（Fig. 8）．

上 : 心尖部のgallop，3Lの第2音亢進，1Rの摩

擦音，交互脈と重複脈．

中 : 3ヵ所同時記録で，tumor plop，頸動脈波，

心尖拍動の同時記録です．

下 : Spectral 心音図．Musical murmurの倍音が

綺麗です．

レコードによる心臓の聴診

話が前に戻りますが，TEACのテープレコーダーが

入る前，興味ある症例の心音は，必ず赤井のテープレ
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Fig. 7 Phonocardiopraph equipment of the Second
Department of Internal Medicine（1966）
Left : Multi-filter system（multichannel 4 phonocardio-
graphs with compressor system, 3 mechanocardio-
graphs, multichannel electrocardiograph）.
Middle : 8 channel cathode-ray oscillograph, 12 channel
oscilloscope recorder.
Right : Speaker system, 38 cm tape recorder, specral
phonocardiograph.



コーダーを心音用に改造した秘密兵器で記録していま

した．

心音図室の斜め向かいに武内重五郎助教授室があ

り，先生は暇があるとそのテープを熱心に聴いておら

れました．

回診のとき，私が「これはOSだ」と誰かに言った

ところ，そんなはしたない言葉を使ってはいけないと

武内先生に注意されました．OSとは大阪のミュー

ジックホールという良くない場所とのことでした．私

が僧帽弁開放音，opening snapのことですというと，

先生は大変恥じ入り，それから懸命に心音の勉強をさ

れました．

武内先生が私達のテープコレクションでレコードを

作ってはと上田先生に具申し，昭和35（1960）年6月の

ある金曜日に命令され，翌々日の日曜の昼までに 65

種のテープを編集して教授室に持参，解説文を翌日ま

でとの命令で完成，渋るビクターレコード会社と交渉

し，暑い盛りにスタジオに通い詰めて，やっと 10イ

ンチレコードができたのが 11月のことでした．この

『レコードによる心臓の聴診』14）は発売日にはすでに

予約完売となるほどの売れ行きで，その後レコード製

作が追い付かないほど，辞書並みのベストセラーにな

りました．

隣のスタジオでは少女歌手の松島とも子が歌っており，
外ではハイボール一杯50円のトリス・バーが全盛を誇っ
ていました．

ちなみにこのレコード本，それに後で述べる『臨床

心音図学』15），ともに台湾では海賊版が出ており，上

田教授は怒るどころか，名誉なことだとご満悦でし

た．

このレコード本，上田先生の退官までに 26刷まで

出版され，『臨床心音図学』の 7版までと同様，莫大

な印税が医局に入ることとなって，教室の研究費は大

いに潤ったと思います．当時の印税やパテントに関す

る考えは，現今の発光ダイオード事件とは百八十度異

なっていて，執筆者ではなく，すべてが教授に帰属す

る時代でした．

しかし，このようなことは，後々，日本心臓病学会

設立に際して，上田先生の後押しを頂戴できた大きな

原因となり，上田賞の基金の源ともなりました．した

がって，以て瞑すべしです．それに当時，心音図フィ
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Fig. 8 Illustration of the phonocardiograms recorded
using new system
Upper : Myocarditis showing summation gallop, mitral
regurgitant systolic murmur, pericardial friction rub,
pulsus alternans and dicrotic pulse. DW＝ dicrotic
wave.
Middle : Simultaneous recording of phonocardiograms
of 3 areas, right carotid pulse and apex cardiogram in a
case of left atrial myxoma. Tp＝ tumor plop.
Lower : Spectral phonocardiograms showing peripheral
venous hum（left）and musical continuous hum（right）
by light venous compression in the same place of the
hand.



ルムが買えないとき，再三教授室へ研究費をねだりに

いくこともできましたから，心音図室は常に財政的に

大変豊かでした．そういうことはかなり長く，上田先

生が鉄道病院（現 JR東京総合病院）におられる頃まで

続いていました．

「臨床心音図学」の執筆

翌昭和 36（1961）年初め，上田先生は私にシカゴに

新しくできるLuisada研究室への留学を命じられまし

た．ただし一つ条件があり，それは出かける前に新た

に心音図学の本を書くことでした．先生とLuisada教

授とは友人でした．

急遽，手元の3,000以上の論文などを整理，カード

化していたところ，半年も経たぬうちに，やはり金曜

日，でき上がったところまでの原稿を3日後の月曜日

までに持参せよとのこと，徹夜で整理しましたが，い

かんせん準備不足，それで山ほどのボール紙を大風呂

敷2つに包んで教授室を訪れると，世間話だけで終わ

りました．教授は先刻，この私のこの「勧進帳」を見

破っておられたのです．

研究室員に断って，私はできるだけ暇を作り，カー

ドの作成に勤しむことにしましたが，その年の暮れ，

またも突然に，「正月明け早々，執筆を開始せよ．僕

が横で監視する」とのお言葉，かくして私は南山堂書

店の社長室に軟禁され，昭和36（1961）年正月8日か

ら始まって正味 40日間，2月 28日に全 50章を脱稿，

自分でも全体でどれだけのボリュームになったか見当

も付かない膨大な本文ができ上がりました．

黒板を背に，カードを見ながら，朝 9時から夕方 5

時まで，短い昼食時間を挟んで，速記者を前に，ただ

黙々と語り続ける．横に座って聞いておられる教授は

ときどきまったく関係ないことをおっしゃるので，

「ちょっと静かにしてください」と遮ります．3，4日

して聴覚物理学の第4章に入ると，面白くなくなった

のか，「ちょっと用事を思い出した」とおっしゃって，

それきりもう来られなくなりました．

その日の速記録は翌日には原稿となり，帰宅してそ

れを手直しし，ついで翌日のカードを並べて口述の構

想を練る．少しうとうとすると，午前8時，迎えの車

がやって来るという毎日でした．

若いということは素晴らしいことで，土曜日，十分

寝ると 1週間の疲れは回復するのですが，第 23章の

僧帽弁狭窄のところで，朝，突然，球のような冷や汗

がほとばしり出て意識喪失，完全にダウンしてしまい

ました．空き腹でないと仕事ができないため食事を控

えての低血糖発作のようでした．でもとにかく最後の

第50章まで頑張り通しました．

完成した本文を教授室にお持ちすると，教授は「序文が
ないね」といわれ，その場で序文を書かされた次第です．
おこがましくも私が「この本に自分の名前を入れよう」
と考えたのはこのときです．レコードの場合と違って，
それは当時，一つの革命的決断でした．

その後，春の学会などが終わり，Fulbright試験，

ECFMG試験などを受け，4月末からは大学で心音図

の山に囲まれて掲載用心音図を選定，切り貼り，図の

下書き，解説文作成という，これも骨身を削る徹夜作

業が始まりました．膨大な文献のタイプだけは手が回

らず，自分でアルバイトを雇いました．約 2ヵ月間，

血みどろの奮闘でした．

アメリカ留学と本の完成

原稿のすべてができ上がったのがアメリカへの出発

6時間前でした．滑り込みセーフです．そして1962年

7月，32歳の青年のシカゴ生活が始まりました．フル

シチョフ対ケネディによるキューバ危機の直前です．

真新しい研究所，Institute of Medical Researchは大理石

造りの荘重なものでしたが（Fig. 9），その 6階が我々

の牙城Division of Cardiologyでした．

アメリカでは当時，坂本 九の『すき焼きソング』（つま
り『上を向いて歩こう』）が大ヒットしており，私は九
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Fig. 9 Medical Research Institute, Chicago Medical
School, Chicago（1962）



チャンの“親戚”らしいとして尊敬を集めることができ
ました．その頃日本では村田英雄の『王将』，三波春夫
の『チャンチキおけさ』，植木 等の『スーダラ節』など
が歌われていました．ルイサダからは“Sake（サッケ）”，
夫人からは“Geisha-boy”の悼名を戴きました．私が日
本にいない間に，歌謡界に激変が起こりました．歌謡界
が豊穣の年を迎え，高校生歌手舟木一夫，それに西郷輝
彦，橋 幸夫の歌謡御三家が誕生したのです．『こんにち
は赤ちゃん』がレコード大賞を貰ったと，領事館にある
日本の新聞で知りました．私はこの梓みちよの実演を，
実は後年，松尾祐英君と，武内助教授に嗜められた，あ
の例の大阪ミュージックホールで聞いたのでした．

研究所の御大将はもちろん，心音の人，Luisada教

授（Fig. 2）でした．先生は新しい概念を導入し，世に

理解されない著作を出したりしたことがあり，NIHの

Braunwaldにはかなり苛められ，研究予算をカットさ

れたりしていました．

『臨床心音図学』の校正はシカゴでの辛い夜の仕事

でした．2，3日置きに送られてくる校正，再校正，

索引作製，そして清水の舞台から飛び降りる気持ちで，

「上田，海渡，坂本」と自分の名前を著者名に並べま

した．当時としては教授と一介の助手が，しかも無断

で著書に名を並べるなど，許されないことでした．

1年近く経って完成した本が送られて来たのは翌

年，昭和 38（1963）年秋のことでした．私の名は無事

載っていました．その本を見て，Luisada教授は

“You are so proud, aren’t you ?”と言ったのみで絶句し，

それ以上，何もおっしゃいませんでした．ですが，す

ぐにご自分の本の執筆に掛かりました．私を散々苛め

た巨漢のSlodki助教授は以来あまり威張らなくなりま

したが，最後にはとんでもない苛めを受け，私は「撃

たれるかな」とMount Sinai病院を飛び出したのでし

た．

日本医事新報に山川先生がこの本に対して長文の心

暖まる書評を寄せてくださいましたが，「実際に執筆

したのは坂本だ」という内容の文章が上田先生を激怒

させたと聞いております．

以来，2人の大先生は犬猿の仲となりました．その後，
私は，いつも「二哉君」とファースト・ネームで呼んで
くださった山川先生と上田教授との間に挟まって苦労す
ることになります．昭和39年，帰国の年には都はるみの
『あんこ椿は恋の花』やひばりの『柔』が流行っている
頃でした．

病院内でのトラブルや，契約にない老人病院での

ハードな宿直勤務などの問題と，上田教授からの要請

で，昭和 39（1964）年，私は早目に帰国することとな

りました．

帰　　　国

日本に帰国すると，私にはまた次の試練が待ってい

ました．幕下力士が十両，幕内を素通りして，いきな

り三役入りするかのように，突如，専門助手に任命さ

れたのです．当然医局員の風当たりは強くなり，以来，

教授は坂本をえこ贔屓しているという噂が立ったりし

ました．

シカゴでは朝 6時から 9時近くまで，週 3回，高慢

な看護婦相手に 1人でカテ検査をやらされていまし

た．3本のカテ，つまり各症例で必ず肺動脈，左室，

中隔穿刺法による左房圧の同時記録と造影法を一通り

やるのですが，それでも各症例とも，心音図のほうが

まだ当てになるとの自信を得て帰国していました．

そこで診断法の日循シンポジウムに当たったのを幸

い，第二内科の心カテ全例を魚住善一郎君と調べ直し

た結果，カテをしないほうが診断を誤らないと発表，

苛め組みに一矢を報いました 16）．当然，教室ではカ

テグループ全員から物凄い説教を食らいましたが，挫

けませんでした．

日本循環器学会「夜の談話会」

すぐにまたつぎの下命がありました．翌昭和 40

（1965）年，上田教授が会長をなされる日循総会に

「夜の談話会」として，心カテ，心電図などと並んで，

心音談話会を企画せよとのことでした．私は尊敬する

順天堂大学の山川邦夫先生に相談しました．

吉田拓郎とかかぐや姫の年です．

山川先生の名司会もあって，この会は文字通り立錐

の余地もない大盛況で 17），演壇の前まで座り客で一

杯，翌 41年は京都で薬剤負荷心音図を論じ，以後，

毎年続きました．しかし，残念なことに，その半年後，

山川先生は急逝されてしまいました．

時あたかも聴診器発明 150周年，ニューヨークで

AHAの前日，Laennec Societyの会が開かれ，その夜，

レセプションに集まった世界中の学者が，骨折で欠席

された先生のために，大きなメニューの裏に皆さんが

サインした直後でした（Fig. 10）．また，山川先生の講

演原稿代読を上田先生は許してくださいませんでし
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た．

マイク真木の『バラが咲いた』が歌われていた頃です．
バラの花は散ってしまいました．

しかし改めて思うのは，日本の心音図学は，山川邦

夫先生の才知と，同じく上田英雄先生の努力によると

ころが大でありました．どちららが欠けても外国に打

ち勝つことはできず，その後の心音図学は世界をリー

ドすることはできず，アメリカの後塵を拝し続けるこ

とになったと思います．その両先生に仕えることがで

きた私は最高に幸せであったと思っています．

歌謡界も幸せでした．加山雄三の『君といつまでも』，
ひばりの『真っ赤な太陽』が良く歌われました．そして
昭和42年，ブルーコメッツの『ブルーシャトウ』が現れ
ました．

この談話会は昭和 42年からは私が後を継ぎ，毎年

行われました．

楠川禮造先生，古田昭一先生と
「心音図研究会」の発足

『悲しい酒』，『星影のワルツ』などの年が過ぎました．

昭和 45（1970）年春の京都での談話会では，シカゴ

以来の友人，楠川禮造先生とともに心音診断クイズを

行い，その際，先だって亡くなられた古田昭一先生な

どの動議で，貴重な会の内容を残そうではないかとい

うことに衆議一決しました（Fig. 11）．そして，半年後

に発足したのが，東大内科臨床講堂での第1回「臨床

心音図研究会」です．

ちょうど，全国を嵐のごとく駆け巡った大学紛争が終わ
りを告げた頃で，森繁久弥の『しれとこ旅情』や石坂ま
さお作曲で藤 圭子の歌う『圭子の夢は夜ひらく』の流
行った年です．

三井記念病院に会場を移しての「夜の談話会」も行

われました．

「臨床心音図」創刊号

発表された演題は直ちに論文となり，昭和46（1971）

年春，「臨床心音図」（Cardiovascular Sound Bulletin）創

刊号が出版されたのです．

でも悲しいことに，ある学会の命を受けたDr. Iが

密かに出席者や会の内容を調べていました．我々は

「造反の輩」と見られてしまったらしいのです．

その後，会は春と秋の年 2回，春はアメリカの

Laennec Societyがそうであったように，日循総会に先

立って 1ないし 2日，秋は独立して 2ないし 3日間開

催され，会員も千，二千と増え続けました．当然，日

循は若手によるこの会の存続を容赦はしませんでし

た．日循に出なくなる若手が増え始めたのです．

両者の再三にわたる協議の結果，その後実に7年間

にわたり我々の会は強制的に日循の一分科会扱いされ

ることになり 18），年僅か 10万円の補助金を受ける代

わりに会の報告を義務付けられたのです．が，会員が

3,000名にもなると，扱いにくくなったのか，日循理
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Fig. 11 Dr. Reizo Kusukawa（left）and Surgeon Dr.
Shouichi Furuta（right）

Fig. 10 Greeting to Dr. Yamakawa at the time of the
dinner party of the Third Laennec Society in
New York（Explanation in Japanese is written）
（From“the Memory of Prof. Yamakawa”, published by

Juntendo University）



事の中から分科会扱いは不当だとの批判が現れ，「今

後何をしてもよいが，会期だけは日循にぶつけないで

欲しい」との相手側の条件で，長年の呪縛から開放さ

れ，遂に完全に学会として独立したのです．

それと同時に，その後の『瀬戸の花嫁』，『くちなしの花』，
そして私の故郷の歌『北の宿から』をもって，私の歌謡
曲の記憶は消滅します．後は学会オンリーでした．

こうなると，堰を切って流れ出る奔流のように，私

はすべてを擲って，学会運営に乗り出したのでした．

もちろん，すべてが順風満帆というわけにはいきませ

んでした．

日本心臓病学会の歩みと機関誌の変遷

このようにして，内科，外科，小児科，放射線科な

どを含む臨床心音図研究会は，心機図研究会，同学会

を経て，先年亡くなられた町井 潔先生が名付けられ

た現在の「日本心臓病学会」となりました．この間の

経緯は田中元直君の編集になる『日本心臓病学会 20

年のあゆみ』19）の古田，町井，坂本の鼎談，数年前

の日本心臓病学会30周年記念講演 20）に詳しく述べら

れています．が，もちろん，いろいろな圧迫，中傷，

数々の嫌がらせや表立っての苛めもありましたし，自

分達のことは棚に上げて，フクダ電子，アロカ，東芝

などの後ろ盾に非を唱える人もおりました．いずれも

今となってはどうでもいいことです．

私は自我が強く，良くいえば反骨，悪くいえば我が

ままな人間ですので，そのためCardiovascular Sound

Bulletin, Journal of Cardiography, Journal of Cardiology

（JC）を通じて，強引な編集方法で多くの会員の方々

にご迷惑をお掛けしました．実際，私のことを良くい

う人よりも，悪くいう人のほうがはるかに多いのが事

実です．私と付き合ってはいけないと，教室員に命令

した教授も何名かおりました．私を嫌いな上に，日循

という組織が怖かったのでしょう．でも真っ赤に朱筆

を入れた原稿に対し，不思議なことに文句をいう方は

おりませんでしたし，逆に多くの若手からしばしば感

謝されたりしました．書き直しにも，皆さん，素直に

応じてくださいました．

2人のJUN-ICHI

副編集長の吉川純一君（Fig. 12－左）も，私の強引さ

に文句も言わず，十分に輔弼してくれましたし，もう

一人の“Jun-ichi”，つまり藤井諄一君（Fig. 12－右）も，

迫り来る死の1週間前まで黙々と下働きをしてくれま

した．藤井君には日本超音波医学会の編集長も引継い

でもらいました 21）．羽田勝征君や竹中 克君も良く手

伝ってくれました．

私はどこへいくにも JCの原稿や校正刷りを持ち歩

き，列車や飛行機の中，外国旅行の夜の仕事は論文の

校正でした．昭和 56（1981）年，52歳の大腸癌手術の

際も，病室を出るまで校正刷りを手放さず，外科医か

ら「いい加減にしろ」と怒鳴られました．そうこうし

ているうちに平成5（1993）年10月夜半，プラハのホテ

ルで，頼みの綱であった上田英雄先生ご逝去の電話を

受けたのでした．

雑誌出版の実態

雑誌の出版ですが，原稿未提出者に頻繁に催促をす

る，原稿が届く，受理通知を出す，全体を整理し全論

文に徹底的に赤を入れる，引用文献は東大図書館で確

かめる，前以て作成しておいた討論内容を加える．さ

らに図の縮尺と製版，亜鉛製版は鋏で形を作り，銅版

や本文とともに割付作業をし，印刷に出す．さらに日

時をかけて校正，内容訂正などの文章を付け，宛名を

書いて郵便局まで校正発送に行く．著者校正はあまり

当てにならないので，十分に再校正をする．初めの頃

はでき立ての雑誌を袋詰めにし，宛名を書いて，小型
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Fig. 12 Two Junichis. Dr. Junichi Yoshikawa（left）and
Dr. Junichi Fujii（right）（1981）
Associte editors of the Japanese College of Cardiology.



トラックで本郷郵便局へ運ぶ．大変な手間と労力で

す．

これらをすべて自分とフクダ電子の石田義則さんと

でやったのですが，良くぞできたと思っています．ア

ルバイトを雇うお金はありませんでした．力尽き，フ

クダ電子社長に手伝いの増員を頼みましたが，すべて

素人なので，出版が滞ることも再三でした．Index

Medicusからも叱られましたし，会員からも苦情が来

ました．本当に申しわけなく思っていますが，吉川君

の懸命な助力があったにせよ，所詮，何もかも責任を

負いたがる私という一人と，2，3の助手達だけでは

限界でした．印刷を引き受けていた研究社印刷株式会

社の永野新勇さんは事情を知って，意気に感じたのか，

毎日大学にやって来ては，少しでも原稿を持ち帰って

は印刷の準備をし，あらゆる出版物に先んじて JCの

印刷をしてくれたのでした．

それにもう一つ，これも永野さんの世話になった英

文誌 Japanese Heart Journal（Jpn Heart J）のほうも，7年

間，一人でやらねばなりませんでした．それを見て，

第2代理事長の中村先生が努力され，今のように改革

されたのです．それまでは印刷会社相手でしたが，新

しく学会事務局が設けられ，インターメディカルとい

う専門の出版社が責任を負い，作業が円滑に行われる

ようになって行きました．

外国の本に引用されたJC

この雑誌は原則的に日本語の雑誌ですが，詳しい英

語の抄録，図表の英語化によって，驚くべきことです

が，心エコー図のバイブルともいうべきFeigenbaum

の名著“Echocardiography”に大量に引用されるよう

になりました．その引用の数はまさに尋常ならざるも

ので，これによって JCの名は一躍世界的になったと

いっても過言ではありません．Constantの“Bedside

Cardiology”などにも頻繁に引用され，章によっては

引用文献の10%以上が JC論文でした．Tavelの心音図

のテキストにも数多く引用されていました 20）．

また，アメリカの Journal of the American Medical

Association（JAMA）に相当するドイツのMedizinische

Weltという雑誌の論文抄録欄では，臨床の全科を通

じ，日本からは JCただ1誌のみ，内科系1年間の掲載

150論文抄録中，JCはダントツの5編でしたが，これ

はCirculationの6編に肩を並べる数でありました．驚

くべきことでした 20）．

JCを引用してくれた彼らは親日家と思われますが，

いずれにせよ，それによって JCが世界的になったこ

とは厳粛な事実です．

日本の学者はあまり自国に誇りを持たず，和文・英

文論文を問わず，軽蔑する方がおりますが，大変残念

なことです．ぜひ，より良い日本の雑誌を作りたいも

のです．ちなみに筋収縮Ca学説の故江橋節郎先生の

論文は，英語ですが，すべて日本の雑誌に掲載された

ものです．先生は常日頃，日本の医師が日本の論文を

引用しないことを慨嘆しておられ，それによって日本

が世界的に大変損をしていると話されておりました．

学会誌の英文化を巡って

現在，JCの英文化が議論されているようですが，

“impact factor”という魔物がその理由の一つのようで

す．

しかし，過去のわずか2年間という短い期間で決ま

る目先の impact factorに血道を上げるのもよいです

が，日本語であれ英語であれ，数年の年月はかかって

も，要は教科書に引用されることが最も重要だと私は

思っていて，その点では JCは日本のいかなる雑誌を

もまったく寄せ付けないものであったと自負しており

ます．

かつては，外国に行っても，日本循環器学会の英文

誌 Japanese Circulation Journal （JCJ）は知らなくても，

日本心臓病学会の和文誌 Journal of Cardiology （JC）は皆

さん知っておりました．そのことを京都大学の篠山君

が嘆いていたのを記憶しております．Massachusetts

General Hospital（MGH）の図書閲覧室の日本の雑誌は

JCのみでした．パリの日本大使館には，高名なDr.

Baraganを始め，JCの翻訳を求めて来る医師達がおり

ました． 最近のことはわかりませんが，より内容を

充実した上で英文化されれば，JCは日本の代表的雑

誌になる可能性が十分にあります．

初め私が日本語の雑誌を敢えて英文化しなかったの

は，次のような理由からです．

①英語にすると論文完成までに時間が掛かり過ぎ

る．
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②思うことを書き表すのに十分意を尽くせない．

③英文チェックが容易でない : 日本の雑誌では，自

分でやらないで外国人に依頼している例がありま

すが，これがかなり曲者です．

④それに最も重要な点は，英文では肝心の日本の読

者が読んでくれない．

⑤英文印刷は費用が嵩む．

などでした．

現にスポンサーの援助やわずかな私財の持ち出しと

か，研究費の流用があっても，所詮，会員の2,000円

という年会費では無理でした．

しかし，初めから世界を目指していたので雑誌名に

Japaneseという文字は用いませんでした．申しわけあ

りませんが，私は当時の日本の英文雑誌は開封もせず，

そのまま屑籠に棄てていました．その後の英語発表の

日本の学会は，頭が狂いそうになることや，質疑もチ

ンプンカンプンなので，すぐに退会しました．時間の

無駄で，無意味だからでした．認定医を取り消すとい

われましたが，「どうぞ」と返答しました．

Impact Factor という魔物

でも，現在は別の考えがあって然るべきでしょう．

今様の impact factorというものを重視するなら，英文

誌にすべきでしょう．しかし本当にそれにこだわるな

ら，1桁そこそこの impact factorの雑誌ではなく，大

変厳しいですが，2桁台の impact factorを持つ数少な

い雑誌に投稿すべきであり，JCもまたそのようにな

るよう勉むべきでしょう．それでこそ価値があります．

小数点以下のアップ・ダウンで一喜一憂しているよう

な雑誌では，所詮たいして意味がありません．でも，

impact factorの高い雑誌に載ったからといって，即，

その論文そのものが優れているかというと，それはま

た別の問題です．

確かにいわゆる一流誌─それは憧れの的ですが─，

少し以前はNew England Journal of Medicine（N Engl J

Med）におけるDarseeの数々の偽作論文の詳細な取り

消し広告（retraction）の掲載とか，近くは韓国研究者に

よるNature Medicine のヒトDNAクローンの偽作は世

界を震撼させました．Darseeの多数の偽作論文は，そ

の後，非常に多くの論文や，日本の学位論文にも，嘘

とは知らずに引用され続けられましたから，ことは重

大です 20）．論文が impact factorの高い雑誌に載ったか

らといって，評価が高いのは雑誌そのものであって，

掲載された論文それ自体とは必ずしも限らないことを

銘記すべきです．

このように，超一流の雑誌でも必ずしも当てにはで

きません．Circulation にも，かつてその編集長とやり

合ったことのあるいくつかのおかしな論文がありま

す．American Journal of Cardiology では引用論文が全

部架空であった論文があり，また私の日本語論文の

discussionをそっくりそのまま英訳して，この雑誌に

載せた日本人もいます．Br Heart Jにも，ことごとく

同一の数値を載せた私の論文の盗作がありました．い

ずれも本人達がそれを認めています．

問題は，同じようなことを研究している学者のpeer

review，いわゆる仲間内査読でも嘘を見抜けないとい

うのは，本当に査読しているのかどうか疑わしいと私

は思うのですが，「最終的には著者の責任だ」という，

近年の Journal of the American College of Cardiology

（JACC）のParmley編集長の投げやりな手紙は，私を

十分に悲しませるものでした．また肥大型心筋症に関

し，プロプラノロールによるdiastolic property の改善

というGoodwinらによるBr Heart Jの論文も，一世を

風靡しましたが，結局はスペイン留学生de la Calzada

医師の偽作でした．私達の研究では，βブロッカーに

より，systolic property は変わっても，diastolic property

は不変なのです 22）．

信じられないかもしれませんが，PubMedで見る英

文抄録にも誤りがあり，私もその被害者の一人です．

またその英文和訳に至っては，小学生以下の拙劣な日

本文が少なくなく，よくこれで読む人がいるなと驚く

ことが多いのです．

逆に impact factorの低い雑誌に載る論文はすべて低

級かというと，そんなことは言えません．歴史的に残

る論文には，初めは評価を受けなかったり，無視され

たものが少なくはないのです．

日本発の英語論文

さて一つの提案ですが，工学部関係の諸学会では，

その年の優れた発表のいくつかを公選し，それらを英

文化させるのだそうです．いわば学会のお墨付きで，

日本の業績を世界の舞台に乗せるわけです．
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今のような，グローバリゼーション，つまりその時

代の最も力のある国に都合の良い方針に沿う形，した

がって今はグローバリゼーションイコールアメリカ化

ということになりますが，それに躍らされて，単にア

メリカに貢物を奉げるような根性を，私はあまり好き

になれません．

かつてフランスの文化大臣アンドレ・マルローは，

国内の履歴書（例えば教授の選挙）にはフランス語の論

文しか掲載を許しませんでした．それは確かに行き過

ぎだと思いますが，そのくらいの気位の高さはあって

も悪くはないと思います．国から研究費を貰っている

以上，その成果をまずその国に還元しないのはおかし

いと私は思うのです．少なくとも，例えばかつての

Tohoku Medical Journal（英文誌）のように，高い国内お

よび国際的評価を受けるようにすべきでしょう．

〔追記〕2008年から，JCも英文誌となることが決められ

たそうである．まずは慶賀すべきことであるが，補冊と

して和文誌が加えられると聞いている．英文だけだと日

本の読者が読まなくなることが心配であるが，英文論文

のサマリーを和文誌に載せるなど，その点を上手に処理

してくだされば幸いである．

編集長と編集冥利

JCの編集者として大変得をしたと思うのは，長年

の編集長として，いろいろな国に招かれたことです．

名の知れた雑誌の編集長は名誉な職で，近年はもっぱ

ら直弟子の竹中 克東大講師に論文やスライドを作っ

てもらい講演するのですが，旅費が出ることがあり，

また宿泊費やその他の諸経費は不要なので，十分楽し

ませていただきました．

さらに編集では，どうしても新しいことを勉強しな

ければなりませんので，核医学とかMRI，その他，

ずいぶんと知識を増やすことができ，また「書評」に

よって新知見を学ぶこともできました．皆さんの助け

により一つの文学記事として，文章も考え抜いて書評

を書きましたが，辛口なので，300冊近く書いた後，

編集委員会によって中止させられてしまいました．で

もずいぶん勉強になりました．

雑誌編集のもう一つの仕事は「編集後記」を書くこ

とでした．これもいわば文芸作品のようなもので，原

稿用紙8，9枚をいつも楽しみながら書きました．

ちょっと大変だったのは，40回にわたり，細かな

学会の移り変わりを書き残すことでした．「四半世紀

前 : その時われわれは」というものですが，書いてお

いて良かったと思います．

もう一つ良かったのは皆さんに諮って「学会のシン

ボルマーク」を作成したことです．制作者の森田丈夫

先生は残念ながら先だってお亡くなりになりました

が，ご存知のように大変シンプルで含蓄の深い作品で

した．詳しくは田中元直先生編集になる『日本心臓病

学会20年のあゆみ』19）に書かれております．

伸び行く日本心臓病学会

かくして学会は徐々に成長し，どこの学会もできな

かったモーニングセッションの大成功を皮切りに，昼，

夜の特別行事や数々のユニークな企画，コメディカル

セッションや市民公開講座の開設など，我々が何かを

企画すると，翌年から他の学会がそれをすぐに真似る

のが痛快でした．雑誌を大型化すると，ほかのある雑

誌も翌年から大型化されました．

極めつきは吉川君などの努力による Amer i can

College of Cardiology との学術提携です．これには私

のシカゴ時代の莫逆の友Pravin M. Shah教授の力によ

るところが大であります．JCC-ACC Joint Conference

はいつも満員で予約が大変です．また鄭君の努力で，

日韓，ついでアジアを包括するAsian Conferenceも持

たれています．今やこれらは他の学会の模倣するとこ

ろとなっています．

その間，僧帽弁逸脱症候群 23,24）やそれに続く弁と

弁疾患研究会 25）が誕生し，学会の庇護のもと，十数

年にわたって活発に活動し，その成果はアメリカやイ

ギリスの成書に詳細に述べられており，N Engl J Med

ほか，2，3の外国の書評に名指しで日本人学者達に

よる業績が大いに評価されていました．

本学会はその名が Japanese College of Cardiologyで，

“College”の名が示すように，教育に非常に大きな力

を入れています．春秋の講習会のほか，日曜日の教育

セッション，正規の学会プログラムに組み込まれるシ

ンポシウムやパネルと並んで，今回などは 21もの多

数の教育講演が組まれています．これも他の学会では

見られないもので，うら若い学徒にとっての魅力と
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なっています．

若いといえば，この学会は昔からシンポジウムやパ

ネルディスカッションに，座長や演者など，学閥など

に捉われず，積極的に有望な若手を起用し，型に嵌ま

らない討論を行うのが特徴でした．今と違って事前の

打ち合わせなどはせず，ぶっつけ本番，したがって座

長自身の覚悟も並大抵のものではなく，それだけ活気

がありました．また当時，演題発表は討論も含め通常

5～6分の学会が多く，ひどいのは1題3分などという

のもありましたが，この会では初めから 1題 15分で

十二分に討論でき，その激しさは一つの物語にさえ

なっています．当今は「発表ありがとうございます」

など，心にもないお世辞を言いたがる若者が多いです

が，そんな儀礼などをいう暇は一切ありませんでした．

そしてそれを全部メモして細かくアレンジし，先生方

それぞれの口調を加え，各論文の最後に「討論」とし

て雑誌に掲載するのも，大変ではありましたが，楽し

い仕事でした．例えば仁村泰治先生なら，「それは，

そのう」，田中元直先生なら，「何々でございます」

という調子です．

発表演題数が増えると，討論を掲載する手間と雑誌

のスペースがなくなったのは残念でした．

発表演題の採択は，10年以上，相当長い間にわ

たって，会長と私の2人で独断的に行っていましたが，

これは一つには会の発足当時，上田英雄先生から，

「会を発展させるには，初めは人数を絞り，できるだ

け専制君主的にやらねばならない」と教えられていた

ためでもありました．

しかし，発表内容が多岐にわたり始めるとともに，

多くの人が参画して，ことが上手く運ばなくなるよう

になりました．そして遂に第 32回の集会（1986年）か

らポスター発表が加えられ，やがて一会場性の原則が

崩れ始めたのです．

それよりも，発会当時は論文提出が原則であったも

のが，演題が増えるにつれ論文提出率が減り，そのた

め催促状の発送が日常になりました．また投稿数の激

増により，それだけ雑誌が厚くなり，吉川君などの援

助の必要度が増し，英文専門家，広島のABCC放射線

科のWalter J. Russell先生ですが，その献身的な助力

を必要としました．私は別に Jpn Heart Jの編集もやっ

ていましたので，雑誌編集以外の仕事はほとんど何も

できませんでした．研究室への出入りも減り，その不

規則性のためか，遂に私の後を継いだ羽田勝征君に，

研究室への出入りを止められてしまいました．

私は 52歳のとき，大腸癌の手術を受けました．そ

の後はしばらく無理ができなくなりましたが，家内に

無給助手として大学へ出勤してもらい，JC と Jpn

Heart Jの両方の編集作業に専念できるようにしまし

た．

私は3年間ほど学会の代表幹事を務め，引き続いて

5年間ほど理事長を務めましたが，その間に大きな出

来事がいくつかありました．内容不明の専門医を嫌っ

て，副理事長の中村芳郎君に諮り，Fellow of the

Japanese College of Cardiology（FJCC）というフェロー

制度を設けたのが一つの皮切りになりました．

日本心エコー図学会の創立も感慨深いものです．初

めは研究会でしたが，その会をアメリカに先んじて行

うことは私の意地であり，機会を狙っていましたが，

平成元年に会を結成，平成2年，アメリカに1ヵ月先

んじて，世界最初の心エコー図の会を吉川純一会長の

もとに行うことができました．今年でもう 17回目に

なります．このことは先だっての JC 7月号に詳しく

述べております 21）．

残念なこともありました．日本心臓病学会のさらな

る発展のため，我々は日本医学会への加入を決心し申

請したのですが，古田昭一代表幹事の努力にもかかわ

らず，第1回目の申請は却下されました．確か1回の

審査で3学会程度という，ほんのわずかの団体しか加

入できず，それも4年に1度の審査なので，次回は学

会の20年史，それまでの機関誌の総索引なども持参，

満を持して申請し，満票で加盟が議決されました．し

かし，会場を出たところで日本循環器学会のN理事と

すれ違い，何か不吉なものを感じたのですが，矢張り

「時期尚早」という強い抵抗に遇って，結局は取り消

し，押し潰されてしまうことになってしまいました．

心臓移植問題

次は日本における心臓移植の問題です．これには当

時順天堂大学教授の山口 洋教授の貢献が大です．脳

死についての議論が脳死臨時調査会で盛んに行われて

いましたが，その中に知人が何人かいたので，いろい

ろと話は聞いておりました．移植数が少ないとはいえ，
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今では正規のルートが揃い，したがって結果的には，

外科医に「総好かん」を食った当時の日本心臓病学会

の意見書 26）は，心臓移植をより正当な道に載せる上

に役立ったと思っています．私達は移植そのものに反

対なのではなく，先陣争いを始め，表の主張と裏取引

という泥沼的な諸々の背景に不穏な雰囲気を感じ取っ

て，その状況下の移植に対し，今度は我々が「時期尚

早」（朝日新聞）27）と主張していたのです．衆議院会

館に呼ばれ，代議士達を前に，当時の「脳死問題」に

関する意見を具申したのでした．

連携する国際学会

国内でのいろいろな会の設立に関してさらに付け加

えますと，1980年，東京でのWorld Congress of

Cardiologyの際設立されたMechanocardiography Society

が発展して International Society of Noninvasive

Cardiology（国際非侵襲心臓病学会）となり，これは第

1回を上田英雄先生 28）
　

，さらに杉本恒明先生 29）にもそ

れぞれ会長をお願いして東京で開催し，また先年大阪

でも開催しましたが 30），ほぼ毎年，世界各地の風光

明媚な中小都市を巡って，学問と交流の楽しい会を

持っております．Presidentは故B. L. Fishleder（メキシ

コ），H. Kesteloot（ベルギー），R. H. T. Roelandt（オラ

ンダ）と続き，常連にはアメリカの Shaver，Craige，

Spodick，Wayne，Boudoulasなど，イギリスの

Leatham，Gibson，ベルギーのAubert，フランスの

Brandt，Baragan，ドイツのGünther，Linss，イタリア

のFerro，ハンガリーのSimonyi，Kékesなど，その他

各国の非侵襲的心臓病学における有名人がたくさんお

りました．

ちょっと変わった豪華な会として，熊本の岩永勝義

君の提唱で，Laennec Club Japanという会がありまし

た．これは世界の大家を呼んで豪華な会場で話し合う

という企画で，いかにも日本のバブル期を象徴するも

のでした．第1回は神戸のポートピアホテルにイギリ

スのAubrey Leatham, 第 2回は阿蘇観光ホテルにW.

Proctor Harvey，第3回は箱根プリンスホテルに Joseph

K. Perloffという大家を招きました．

そのほか，国内でのいくつかの大きな会も持たれ，

今に続いています．

もう一つ，今回来日されているShah 教授とCo-pres-

identの形でAPCDE，つまりAsian-Pacific Conference

on Doppler and Echocardiography を 1985年に設立，

Shah君が「心エコーの学会は日本から」と主張して，

仁村泰治先生を会長として第1回は日本で開催，以後

各国を巡って隔年毎に開催されています．現在の

President は昨年から鄭 忠和教授です．2007年は中国

の成都で会が持たれると聞いております．

ちなみに，肥大型心筋症の研究で，Shah君は sys-

tolic anterior motion（SAM），若くして初の世界会議の

コーディネーターで世界に名を馳せ，同じ時，シカゴ

のMt. Sinai Hospital で偶然同じ部屋にいたインターン

のFalikov君はmid-ventricular obstructionを，そして病

院における彼の心電図レポートをチェックしていた私

は同じ年にapical hypertrophy を記載して，奇しくも机

を並べた3人が，肥大型心筋症の上から下までの3型

を論じたのは，偶然とはいえ，一つの快挙でした．

私が公的に行ってきたことの概要はだいたいこの辺

で終わります．

我　が　友

私には半ば公的，半ば私的な面で，さらに述べなけ

ればならない重要なことがあります．それは公私にわ

たって私を支えてくださった方々，ことに研究室で同

じ釜の飯を口にした仲間達のことです．端的にいうと，

それによって今の私があるからです．

東大第二内科の心音図研究室は，もともと汚い小さ

な部屋でした．しかし約 30年の間に，そこに出入り

した研究者は 80名の多きに上りました．もちろん第

二内科の医局員も少なくありませんが，それ以上に，

1ヵ月から 5年余に至るまでの国内および台湾や中国

からの留学生が多く，また女性研究者が多いのも特徴

でした．医局からは，「自分達が雑用をしている間に，

坂本は他に用事のない留学生を使って仕事の数を増や

している」という苦情が出て，私に対しては大変きつ

い態度を示された教授によって，ことに大学紛争後は，

留学者の厳しい制限，他の科からの研究者の入室禁止，

女性医局員はもちろん，一般医局員の心音図室への配

置が厳しく制限されたりしました．中には折角上京し

てきたのに，3ヵ月も足止めされてしまった方もおり

ました．また，教授命令でどんどん人材を他の大学や

病院に引き抜かれてしまいました．さらに外国に行っ
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たまま，いまだに帰らない方もいます．

それでも，後世に残る一発勝負，つまり一編完結型

の論文はたくさん残りました．そのうち，国外のテキ

ストに載ったものがかなりあります．多くは上田英雄

先生が創刊された Jpn Heart Jに掲載されたもので，他

は JC論文でした．結果的には Jpn Heart Jの我々の論

文はオリジナリティが高く，ほとんどどこかに引用さ

れたのでした．

その主な論文と，主役を務めた方々を順に述べてみ

たいと思います．

我が友の足跡

大学紛争以前

各種胸壁振動の研究のうち，precordial vibro-

cardiography31）はFriedberg のDisease of the Heart 第2版

（1966年）に，また私の間接的肺動脈拍動の JC論文 32）

はBraunwald のHeart Disease初版に引用されていま

す．

有名なのは渡辺 熈君の大動脈弁閉鎖不全（AR）の心

音図 33），NIH の“Innocent Murmurs”という成書にほ

とんど全文がそのまま掲載された魚住善一郎君の論

文 34,
　

35），川合信義君がインターン時代の Annular

Constrictive Pericarditis36），あちこちに引用された薬剤

負荷心音図 37），山田哲郎君の大動脈炎症候群の薬剤

負荷血管音図 38），中村秀三君の腎動脈性高血圧の血

管音図 39），台湾の張君（今は日本に帰化して伍堂弘一

君といいます）のDr. Tavelの本で褒められた心室中壁

欠損の心腔内－胸壁心音図の対比研究 40），心房中隔欠

損の心腔内心音図の新知見 41）など，すべて世界を

リードする一発勝負の業績でした．博士号の貰い手の

ない独創的な（学位）論文も出てきました．

研究室にはいろいろな人材，工学関係者，生理学者，

病理学者，ときに心臓外科医などが集まりました．川

井信義君の学位論文となった silent mitral stenosis42）や

Austin Flint 雑音の病理学的観察 43），右側大動脈弁閉

鎖不全雑音 44）には，いつも心音カンファランスに列

席していた病理学者の岡田了三君の意見が取り入れら

れています．

臨床研究の絶頂期，忌まわしい大学紛争が起きまし

た．元はといえば，その発端はわが東大第二内科の春

見事件でした．学生百数十人による夜を徹しての十数

時間にわたる怒号，喧騒とリンチに近い状態の後，春

見建一医局長が屈辱的調印をさせられてから，意気上

がる青医連（青年医師連合）を始めとして，さまざまな

団体による大学占拠は，東大安田講堂事件で終焉を迎

えますが，その間，研究室は物理的に封鎖されてしま

いました．幸い外国人である台湾留学生の張先生が比

較的自由に関所を通過でき，少しは楽でしたが，心音

図記録はできず，することがありませんでした．その

間，Luisada先生の診断学書 45）を翻訳しましたが，

「まったく翻訳調がない」との上田先生推薦の序文が

効いたのか，大変好評で，すぐに売切れてしまいまし

た．

でも心音図は撮りたくて，最小限度の機械を張君と

屋上からこっそり搬出し，患者の居ない病室の一角で

記録を続けていました．

大学紛争以後

1．国内留学生の方々

大学紛争後は，何処の研究室も虚脱感に満ち，研究

者は去り，残された医局員は何とかしようともがいて

おりました．それまで3ヵ月から1年にわたる国内留

学生の方は都合 15名ほどおりましたが，紛争後，虚

脱状態の研究室は，台湾からの張君と2人きりになっ

てしまいました．そこへ快男児，吉川純一君が，昔の

古い神戸中央市民病院から国内留学してきました

（Fig. 12）．この病院からは6年前，田中久米夫君が国

内留学していて，大阪市立大学の塩田憲三教授と田中

君の勧めで来られたのです．実はこれには一つのエピ

ソードがあるのですが，それはとにかく，この吉川君

は，私に学者生命を転換する一つのターニングポイン

トを与えてくれた人物でした．

臨床心音図研究会は前年の暮近く発足したばかりで

したが，その頃すでに心音図は絶頂期を過ぎ，そろそ

ろ心エコー図の時代になりかかってきておりました．

新しいMモード心エコー図の機械が入り，吉川君を

中心にして心音図研究室は徐々に心エコー図研究室に

移行していくことになります．吉川君が研究室に残し

た論文は，実は三尖弁閉鎖不全の頸静脈波曲線に関す

るものでしたが 46），これは当時，教室を挙げての研

究テーマの一つでした．その後この逸材は，ご承知の

ごとく，心エコー図に関する処女出版 47）を皮切りに
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多数の論文や著作を通じて高名となりましたが，その

一つに，私を助けて出版したドップラーのテキストが

あります 48）
　

．

吉川君の留学は，大阪市立大学の助手になることに

よって残念ながら比較的短いものに終わりましたが，

彼を見込んだ私は，いずれ遠からぬ先に私の後を継い

で貰おうと思っていました．ご存知のように，彼は心

エコー図学の大家となり，私は前に述べた日本心エ

コー図学会の初代理事長に彼を据え，それは結果とし

て大成功でした．中村芳郎君に続いて第3代の日本心

臓病学会理事長や編集長に推挙したのも，先を見込ん

でいたからで，それも花を咲かせました．

吉川君は心エコー図だけではなく，心音図研究室の

conferenceの精神を継承する貴重な人物です．それは

身体所見や心電図，レントゲンなども含めた臨床全体

に関する臨床心臓病学 conferenceでした．ですから他

の内科の方，外科医，ときには学生も参加していまし

た．また先述のように，岡田了三君のような臨床病理

学者も一緒でした．

吉川君はその精神を引き継ぎ，毎年，“循環器

Physical Examination講習会”を開いていますが，立派

なことだと思います．彼はまた後輩の成長を期待して

各種の学会賞を制定し，若手の意欲を掻き立てるのに

も長けていました．

残念ながら故人となってしまいましたが，忘れられ

ない人に，徳島大学からの留学生，松久茂久雄君がお

ります．昼夜を問わず，心音図，心エコー図を学び，

夜遅く研究室で，心音の録音テープを反復して聴きな

がら，一人で勉強していました．急性心筋梗塞患者の

横に一晩中座り続け，頭から暗幕をかぶって8ミリ映

写機を回してエコー図を撮り続けたりしていました．

そういう熱心さのゆえに，彼は大動脈弁閉鎖不全での

僧帽弁前収縮期閉鎖とともに大動脈弁前収縮期開放を

世界で最初に記録しました 49）．世界に先駆けて肺動

脈や肺動脈弁の仕事もやり，頸静脈波の研究で上田賞

も取りました．その彼は 1年 10ヵ月の留学期間に 17

回の学会報告を行い，私と犬猿の仲であった教室主任

でさえさすがに驚嘆し，帰国の際，医局で1時間の特

別講演をさせたのでした．こんなことは私の医局生活

ではただ一度きりでした．でもやはり，私は医局の同

輩からひどく攻撃されました．「松久は俺達の時間と

患者を盗んだようなものだ」というのです．その嫉妬

深さには参りました．

長期滞在の国内留学生のうち，1975年 9月から

1977年12月まで，実りある2年3ヵ月を誇り，かつい

ろいろな意味で最も才知に溢れていたのは，今回の学

会会長である鄭 忠和君でしょう（Fig. 13）．心エコー

図を中心とした彼の業績はご存知のごとく，その後2

度のアメリカ留学時代のものが多く，その当時，彼の

論文を無視しては，大げさでもなんでもなく，心エ

コー図の本は書けないと私は思っていました．

なんといっても東大での最大の業績は，心エコー図

による心尖部肥大の発見です．“Apical Hypertrophy”

の名称は私が与えたものですが，2Dエコーでそれを

見出したのは彼でした．ベクトル心電図で左室肥大が

明らかなのに，Mモード心エコー図ではどうしても

捉まらなかった肥大を，左室の先っぽのほうに見つけ

出したのです．あらゆる努力によって，殊にMモー

ドスキャンでも捉まるようになりましたが，教室主任

からは発表許可が得られず，地方会で鄭君にこっそり

発表させ，すぐ論文化してハワイにおける第 6回

APCCに応募，10月に発表しました．すでに Jpn Heart

J の 9 月号には教室主任抜きで発表されており

ました 50）．
　

これは症例を追加して，鄭君の学位論文

となりました．

鄭君の臨床心エコー図研究，心筋コントラスト法の

開発，JCに最初に発表されたTei Index，有名な温熱

療法（和温療法）などについては，多言を要しないで

しょう．私にとって嬉しいことは，彼が私の莫逆の友，

Pravin M. Shah君をその師に持ったことです．これで，
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Fig. 13 Dr. Chuwa Tei［1967（left）and 2004（right）］





長期の留学者としての松浦 徹，一瀬 進，杉目嘉男，

田中久米夫，小笠原四郎，大久保重義，田中忠次郎，

林 俊之，本多守弘夫妻 93），石田恵一，瓦谷仁志，加

藤 洋，奥町富久丸，島田悦男，大脇 嶺の諸君，長

年研究室に出入りしていた慈恵医大外科鈴木 茂君，

学生時代からの出入り人，沖本孝雄，清水 進両君，

1ヵ
　

月以内の多数の短期見学者，そのような方々との

交流が今の私の大きな財産であります．もっとも，何

名かの方は我々の知的あるいは物的財産を盗み出した

り，嘘の発表をしようとしたりしましたが，それらの

方々はもちろん破門です．

一方，学外のほうで，私に非常に大きな影響を与え

た方がおいでです．東北大学の田中元直先生がその方

で，2度にわたり多くの方と一緒にアメリカ大遠征を

したり，心エコー図エンサイクロペディア 94）を出版

したりした懐かしい思い出があります．

今までの共同研究者の方とは，今では還暦，古希，

喜寿の際に所を一にして語り合い，また皆さんの健在

振りと発展を見つめるのは，私の無上の喜びとなって

います．ですがそのうち，8名もの方がすでに冥府界

を異にしてしまったのは悲しいことであります．

3．定年後の協力者

大学を去ってもかつての仲間達は私によく協力して

くださいましたが，新しい赴任地では，私にとっては

忘れえない慈恵医大放射線科の関谷 透君という真面

目な方がおりました（現慈恵医大教授）．実際，彼なく

しては Imatron95）を駆使して私の念願の心尖部肥大の

見事な超高速CTの映画は得られなかったでしょう．

その世界初のビデオを引っ下げて，どのくらいの国の

人にアピールできたかわかりません．

本日の Sakamoto Lectureの演者Dr. Braunwaldは，

1984年，リスボンでの世界心筋症会議における心尖

部肥大の発表後 96），“You created a new disease”と

いってくださいましたが，このApical Hypertrophy97）

が世界的に認められたのは，鄭君のエコー図，山口

洋先生のアンジオ，塩田君による左室内異常血流のエ

コー図，それにあらゆる方向，ことに左室短軸と長軸

の断層面を見事に描いた関谷君の超高速CT，鈴木君

の心MRIなどによるものであり，最近では竹中君に

よるコントラスト法による見事な左室造影（Fig. 14）98）

など，たくさんの研究者の努力によるものでした．

また，私が過去約 10年間に遺伝子の解析をお願い

した，心尖部肥大を中心とする肥大型心筋症約150例

の中から，まったく新しい遺伝子異常，つまりトロポ

ニンの突然変異を発見し，私の名が初めてNature

Geneticsという遺伝学雑誌に載るという名誉を与えて

くださった東京医科歯科大学難治疾患研究所の木村彰

方教授にも感謝しなければなりません 99,100）．

私は新しい方法論に挑むとき，それによって得られ

るものを従来の方法に還元し，どの点がそれまでの方

法に勝るものかを考えること，つまりそれまでの方法

に何が足りなかったかを知ることが大切であると思

い，次から次と新しいジャンルに挑戦することが好き

でした．

上田英雄先生とLuisada先生の啓示と薫陶

私は同じ研究のジャンルの中でも，一度手に染めれ

ば機の熟するのを待ち，小刻みにではなく，ただ一度

の発表，つまり一発完結方式の論文を作成し，それを

さらに引きずった似たような発表は学会が変わっても

しませんでした．ですから，毎年，学会の演題はガラ

リガラリと変わって行きました．似たような題名や内

容の原著論文は，たとえ教授の命令があっても，決し

て書きませんでした．一方，上田先生は毎年第何報と
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Fig. 14 Color Doppler contrast echocardiogram show-
ing spade-like configuration of the left ventricu-
lar cavity in a case of apical hypertrophic car-
diomyopathy



いう連続的研究を好みましたが，あちこち忙しく飛び

回るそういう新し物好きの私を責めず，見守ってくだ

さった先生は非常に寛大であったと思います．

私は，上田先生の門下生としては，ちょうどお釈迦

様の手の平の上で踊っている孫悟空のような存在でし

た．お釈迦様（Fig. 15）は絶対でした．沙悟浄，猪八戒

のような友達もおりました．

次の教授にはいわれなき中傷，学会発表の差し止め，

講演原稿の搾取などを含め筆舌に尽くせぬ苛めを受け

ましたが，逆にそのため大いに奮発し，返って実にた

くさんの業績を挙げることができました．実際，厚生

省班研究の仕事などはほとんどこちらからの無償提供

でした．その意味では，その苛めに対して，逆に改め

て感謝しなければならないでしょう．当時の私には，

哲人カントの「鳥は空気という抵抗があるから空を飛

べるのだ」という言葉が身に沁みついていました．

「抵抗が強ければ強いほど，高く舞い上がることがで

きる」という言葉そのものの毎日でした．

私は留学時，Luisada先生の覚えは決してよくはあ

りませんでした．若気の至りというか，日本を背負っ

て来ているという気概が強すぎて，“悪い（bad）”の最

上級worstに，諧謔的にさらに estを付けて，“worstest

fellow”などと叱られもしました．でも私が逆境に追

い込まれたとき，そのLuisada教授が，日本を見捨て

てシカゴへ来るよう，positionを用意してくれたりし

ました（Fig. 16）．

しかしながら，臨床心音図研究会が始まったばかり

であり，日本に留まりました．先ほど述べたように，

その後たくさんの俊秀が集まり，その方々との生活が

私の生甲斐そのものとなりました．ですからそれらの

方々にまた改めて心から感謝申し上げねばなりませ

ん．AHAのScientific SessionでLuisada教授の追悼会

が行われた際，私は数ある弟子を代表して回想を語る

ことを命じられましたが 101,102），その感激はいまだに

忘れることはできません．

また，今日の司会者であります杉本恒明教授は，仏

の杉本といわれるように，終始ニコニコしながら，そ

ういう駄々っ子のような私をじっと我慢して自由に遊

ばせておいてくださいました．その杉本教授には，感

謝の言葉もありません．その意味で，本日の先生の司

会は，私にとって最高の幸せであるように思います．

本当にありがとうございました．

最後にこの講演のPC作成を手がけられた竹中 克東

大講師に深謝いたします．

長時間のご清聴，ありがとうございました．

付記 : 講演に際しては竹中克講師に 78枚の図を揃えて

いただいた．誌面の関係で講演内容の一部および図譜の大

半を割愛せざるをえなかったことをお詫びする．なお参考

資料は研究室員の業績の一部のみに留めたが，個人的な偏

りや軽重の差はご寛容いただきたい．
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Fig. 15 Prof. Hideo Ueda（ca l978）

Fig. 16 Dr. and Mrs. Aldo A. Luisada（1964）
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